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基準価額・純資産総額の推移

※ファンドの騰落率は分配金（税引前）を
再投資したものとして計算しています。

※データは、設定日（2018年9月20日）から作成基準日までを表示しています。
※基準価額は、信託報酬控除後の値です（後述の「ファンドの費用」をご覧ください）。

※運用状況によっては分配金額が変わる場合
または分配金が支払われない場合があります。

※上記構成比率は、ファンドの純資産総額に対す
る比率であり、四捨五入の関係で合計が100％
にならない場合があります。

基準価額の変動要因（月次ベース・概算）

期間別騰落率

1ヵ月 +1.96%

3ヵ月 +5.84%

6ヵ月 +5.04%

1年 +3.87%

3年 +2.30%

設定来 -2.90%
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運用実績 2021年12月30日現在

当月末 前月末 前月比

基準価額 9,710円 9,523円 +187円

純資産総額 245百万円 241百万円 +4百万円

分配金の推移（1万口当たり、税引前）

第1期 0円

第2期 0円

第3期 0円

-

-

設定来合計 0円

2019年6月17日

2020年6月15日

2021年6月15日
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GCIディバーシファイドアルファファンド クラスMの運用状況

資産別構成比

構成資産 比率

GCIシステマティック・マクロファンド Vol 10 クラスM 43.6%

GCIディバーシファイドアルファファンド クラスM 43.4%

GCI株式ロング&ショートトレーディングファンド クラスF（適格機関投資家専用） 9.2%

現金・その他 3.7%

合計 100.0%

2.9%
外国株式

配分比率 各資産の寄与度（概算）

配分比率 各資産の寄与度（概算）

※上記構成比率は、ファンドの純資産総額に対する比率であり、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。

※上記ポートフォリオ断面のグラフは、ポジションを構築するにあたって差し入れる証拠金の対純資産総額比率です。マイナスはショートポジシ
ョンを意味します。証拠金はリスク見合いで差し入れるものであるため、当該指標はポートフォリオにおけるリスクをより実態に近い形で表す
ものと考えられています。

※当組入ファンドのデータは、基準価額算出に反映される時点および期間で集計しています。従いまして配分比率は2021年12月28日時点、
寄与度の集計期間は2021年11月26日～2021年12月28日です。
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GCIオルタナティブバスケット・マザーファンドの運用状況 2021年12月30日現在
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GCIシステマティック・マクロファンド Vol 10 クラスMの運用状況 2021年8月31日現在
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※上記ポートフォリオ断面のグラフは、ポジションを構築するにあたって差し入れる証拠金の対純資産総額比率です。マイナスはショートポジシ
ョンを意味します。証拠金はリスク見合いで差し入れるものであるため、当該指標はポートフォリオにおけるリスクをより実態に近い形で表す
ものと考えられています。

※当組入ファンドのデータは、基準価額算出に反映される時点および期間で集計しています。従いまして配分比率は2021年12月28日時点、
寄与度の集計期間は2021年11月26日～2021年12月28日です。
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配分比率 各資産の寄与度（概算）
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GCI株式ロング&ショートトレーディングファンド クラスFの運用状況 2021年12月30日現在
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<1> 今月の投資環境と投資行動

2021年12月のグローバル株式市場は上昇しました。オミクロン株への過度な警戒感が後退したことや、米連邦公
開市場委員会（FOMC）では量的緩和縮小（テーパリング）の加速決定と2022年中の3回の利上げ見通しが示され
たものの、概ね市場予想の範囲内であったことなどから安心感が広がり、グローバルで株価は上昇しました。グロー
バル債券市場は下落しました。インフレ懸念が高まるなか、金融正常化が進展するとの見方から金利は上昇（債券価
格は下落）しました。GCIオルタナティブバスケット・マザーファンドは、定性・定量評価や想定リスクを勘案のも
と、現在は後述の3ファンドを組入れ、各ファンドの騰落率は、GCIシステマティック・マクロファンドVol10が＋
1.97％、GCIディバーシファイドアルファファンド クラスMが＋3.15％、GCI株式ロング＆ショートトレーディン
グファンドが▲0.10％となりました。今後も引き続き、想定リスク等を勘案したポートフォリオの運営を行ってまい
ります。

文責：GCIオルタナティブバスケット・ファンド 運用チーム
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GCIオルタナティブバスケット・ファンドV10（ラップ専用）運用担当者のコメント

組入ファンドの運用担当者のコメント

<1> GCIシステマティック・マクロファンド Vol 10 クラスMについて

当月も独自開発の動的ポートフォリオ・モデルに基づき、世界各国の株式市場・債券市場・為替市場へ分散投資を
行いました。

主要ポジションは、引き続き北米株式のロング（買い持ち）となりました。堅調に上昇を続けてきている北米株式
市場を主要な収益源とする形となりました。主要なヘッジポジションは、資源国通貨ショート（売り持ち）/米ドル
ロング・ポジションと米国短期債のショート・ポジションとなりました。リスク回避時に資源国の対米ドルでの下落
が見込まれたことと中央銀行のタカ派傾倒時のリスクオフの可能性からこれらのポジションが組み込まれました。

当ファンドのパフォーマンスは、主要ポジションである株式ロングから収益を達成したことに加え、米国短期債の
ショートからも収益を達成したことから、ポートフォリオ全体でプラスの結果となりました。今後のポートフォリオ
も引き続き主要ポジションは北米株式のロングとなりますが、ボラティリティの上昇を受け、株式エクスポージャー
は縮小されます。引き続き米ドル・ロングに対する資源国通貨のショートと米国短期債のショート・ポジションが主
要なヘッジポジションとなります。

文責：GCIシステマティック・マクロファンド 運用チーム

※上記のコメントは2021年12月1日～2021年12月30日のものです。

<3> GCI株式ロング＆ショートトレーディングファンド クラスFについて

12月のマザーファンドの戦略別寄与度は、スカルピング戦略がプラスに寄与したものの、トレンドフォロー戦略お
よびカウンター戦略が共にマイナス寄与となり、全体でもマイナス寄与となりました。当月は前月後半の流れが継続
し時間帯によって方向が変わる（例えば前場でも寄付き後1時間とその後とで方向が変わる）ような不安定な展開で、
トレンドが発生しにくい状況となり、株式部分のパフォーマンスは苦戦を強いられました。

今後の株式市場につきましては、ボラティリティについては引き続きトレードに適した水準を維持すると見ていま
す。また、モメンタムについては、大型株は長期モメンタムが上向く一方で短期モメンタムが調整しています。中小
型株については調整局面にあります。全体として上昇余地はありつつも、跛行色が強まる局面になると推測されます。
当ファンドにつきましては、引き続き短期トレーディング戦略の特徴を最大限に生かし、効果的な銘柄スクリーニン
グ、相場局面に応じたリアルタイムの投資配分の変動、また統計的、数学的アプローチによる投資機会を獲得してい
くように努めます。一方、リスクマネジメントにおいては、厳格な管理によるきめ細かなリスク管理を引き続き行い
ます。特に、ファンド・パフォーマンスの一尺度であるシャープレシオを重視した運用を行います。

文責：GCI株式ロング&ショートトレーディングファンド 運用チーム

<2> GCIディバーシファイドアルファファンド クラスMについて

当月も、株式ロング（買い持ち）を中心としたポートフォリオ構成でした。ポートフォリオ・リスクは、月を通し
て当戦略における平均的な水準を上回って推移しました。

月末時点のポートフォリオも株式ロングを中心とした構成で、月央以降は特に株式への傾斜が強まりました。株式
のなかでは、特に米国株のウェイトが高水準に維持されました。米国以外では、欧州株ロング・ポジションが縮小し
た一方、カナダ株ロング・ポジションは拡大しました。債券では、全般にポジション縮小傾向でしたが、月末のリバ
ランスで豪州債ロング・ポジションが拡大しました。通貨では、豪ドル・ロングとニュージーランドドル・ショート
（売り持ち）は変わらずですが、ポンドは月内にロングからショートに転じました。

当戦略のリターンは、概ね株価の動向に左右される展開でした。月上旬は堅調な株価に支えられてリターンを積み
上げましたが、中旬の調整局面ではファンドの利益もほぼ消失しました。その後再び株価が上昇し、高値圏で月末を
迎えました。

文責：GCIディバーシファイドアルファファンド 運用チーム

※上記のコメントは2021年12月1日～2021年12月30日のものです。
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ファンドの目的・特色
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ファンドの特色（続き）・仕組み
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追加的記載事項
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追加的記載事項（続き）
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投資リスク
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投資リスク（続き）
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お申込みメモ
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ファンドの費用・税金

※2021年12月27日に信託財産留保額を廃止とする投資信託約款の変更を行いました。
※投資者の皆さまにご負担いただく手数料等の合計額については、当ファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、

表示することができません。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※
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委託会社

株式会社ＧＣＩアセット・マネジメント

［ファンドの運用の指図を行う者］

金融商品取引業者：関東財務局長（金商）第436号

加入協会：一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人投資信託協会

電話番号：03（6665）6952（営業日の9:00～17:00）

ホームページ：https://www.gci.jp

受託会社
三菱UFJ信託銀行株式会社

［ファンドの財産の保管及び管理を行う者］

金融商品取引業者等の名称 登録番号
日本証券業

協会

一般社団法人
日本投資顧問業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

日本商品先物
取引協会

楽天証券株式会社
金融商品
取引業者

関東財務局長
（金商）

第195号
〇 〇 〇 〇 〇

• お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、販売会社へお申し出ください。

• 販売会社は今後変更となる場合があります。

＜当資料のご利用にあたっての留意事項＞

○ 当資料は、株式会社GCIアセット・マネジメント（以下「当社」といいます）が、当ファンドの投資判断の参考となる情報提供
を目的として作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。

○ 当ファンドのお申込みにあたっては、必ず最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認のうえ、ご自身でご判断く
ださい。

○ 当資料記載のデータや見通し等は、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありません。

○ 当資料は、信頼できると考えられる情報をもとに作成しておりますが、正確性、適時性を保証するものではありません。

○ 当資料の内容は、作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。

○ 当資料に記載されている個別の銘柄・企業名については、参考として記載されたものであり、その銘柄または企業の株式等の
売買を推奨するものではありません。

○ 各指数に関する著作権等の知的財産、その他一切の権利は、各々の開発元または公表元に帰属します。

○ 当資料に関する一切の権利は、引用部分を除き当社に属し、いかなる目的であれ当資料の一部または全部の無断での使用・複
製はできません。

○ 投資信託は預金保険制度の対象ではありません。また、銀行が取り扱う投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。
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委託会社・その他の関係法人の概要

販売会社


